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ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ュ
タ
4
ナ
ー
の
逝
去

　
ゲ
オ
ル
グ
・
ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
は
長
い
間
病

ハ
氣
に
，
巡
隅
さ
れ
て
居
っ
た
が
一
月
十
五
B
午
後
五
時
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
の
自
宅
に
穿
て
七
十
八
歳
で
誓
い
北
。
一
月
十
六
日

の
『
ミ
ユ
ソ
ヘ
ソ
新
報
』
は
ト
ラ
ソ
プ
ラ
ー
の
弔
文
を
掲
げ

て
彼
の
逝
去
を
報
じ
て
み
る
◎
私
は
こ
の
新
聞
の
切
抜
を

手
に
し
て
愕
然
と
し
暗
然
と
し
た
4
濁
逸
敏
育
學
の
こ
の

老
亘
匠
の
上
に
も
途
に
來
る
べ
き
も
の
が
來
だ
、
あ
の
嬰

礫
た
る
銀
髭
白
髪
も
も
う
こ
の
燈
の
も
の
で
は
な
く
な
っ

て
了
つ
た
Q

　
彼
は
死
の
撒
日
前
に
近
く
串
版
さ
る
べ
き
、
、
ご
つ
㎞
劇
毒
ひ
q
の

昏
①
○
「
δ
ご
と
、
、
国
嬢
§
槻
ω
o
お
三
田
ω
銭
。
一
日
二
の
こ
著
述

の
原
稿
を
整
理
し
絡
へ
た
さ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
新

ら
た
な
藩
識
し
移
る
べ
く
死
の
前
夜
も
ペ
ン
を
と
っ
た
さ

　
　
　
　
ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ュ
タ
オ
・
ナ
ー
の
逝
去

秋
　
葉

貞
　
　
二

う
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
ラ
ー
は
言
っ
て
居
る
。
『
二
つ
の
著

述
を
完
成
し
て
後
世
に
遺
さ
う
と
す
る
Q
張
い
意
志
が
彼

の
病
身
に
精
力
を
注
ぎ
込
み
死
の
病
に
封
抗
せ
し
め
て
居

つ
淀
の
だ
』
と
。

　
彼
は
死
ぬ
間
際
ま
で
も
學
の
眞
の
使
徒
と
し
て
の
戦
を

戦
っ
だ
Q
獅
逸
の
現
代
の
厳
冨
學
者
で
彼
ほ
ど
敏
育
の
實

際
方
面
に
活
移
し
こ
の
方
面
に
大
き
な
影
響
を
與
へ
た
も

の
は
あ
る
ま
い
。
實
に
彼
に
於
て
は
『
優
れ
た
素
質
と
経

験
』
『
著
作
と
生
活
』
と
が
ユ
ニ
ー
ク
な
講
調
を
響
び
か
せ

て
居
っ
た
。

　
猫
逸
の
文
化
斌
會
は
ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
に
於

け
る
こ
の
ユ
ニ
…
ク
な
譜
調
を
失
っ
て
了
つ
た
の
で
あ

る
。
次
に
試
み
た
彼
の
略
歴
、
著
作
、
教
育
論
の
梗
概
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
一
五
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叙
述
は
彼
の
逝
去
を
悼
む
微
衷
よ
り
出
た
も
の
に
外
な
ら

訟
Q

　
　
　
一
、
略
歴
著
作

　
一
八
五
四
年
七
月
二
十
九
日
、
貧
し
い
商
人
の
子
と
し

て
試
｛
冨
9
Φ
嶺
に
生
れ
る
。
】
入
六
六
年
國
民
學
校
卒
業

後
津
①
露
彪
に
あ
る
五
年
制
の
藪
員
志
願
者
受
験
豫
備

學
稜
（
単
号
霧
ρ
藁
○
藷
9
包
○
）
に
入
學
す
、
こ
の
入
學
に

就
て
ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
は
『
私
が
敏
育
に
向
つ

た
原
因
は
爾
親
の
墨
壷
上
の
困
窮
に
あ
っ
た
Q
』
と
告
白
し

て
み
る
。
こ
の
里
言
の
五
ヶ
年
問
の
生
活
も
彼
の
心
に
何

ら
敏
育
に
甥
す
る
興
昧
を
お
こ
さ
せ
得
す
に
絡
つ
た
。
一

入
七
　
年
卒
業
し
て
等
8
什
自
薦
に
國
馬
丁
綾
敷
員
と
し

て
最
初
の
諸
賢
を
と
つ
だ
。
一
年
後
H
b
o
凱
多
門
①
P
更
に

宇
年
後
諺
語
び
暮
ひ
q
へ
轄
任
し
π
Q
跨
屡
ぴ
霞
鵬
に
於
て
は

乙
吉
の
研
究
會
を
起
し
た
が
他
の
星
羅
が
不
熟
心
な
の
で

登
多
し
な
か
っ
た
。

　
こ
の
頃
書
髭
に
よ
く
顔
を
合
は
せ
た
〆
盗
震
。
鉱
ω
9
三
◎

一
二
六

の
校
長
d
拶
℃
毒
も
薮
の
『
何
故
に
人
文
中
學
に
…
進
み
勉

強
せ
澱
か
』
の
一
言
に
心
の
底
に
眠
っ
て
居
つ
だ
向
學
の

熟
望
を
呼
び
さ
ま
さ
れ
た
。
途
に
意
を
決
し
退
職
し
銀
行

家
溶
δ
罠
霧
の
三
入
の
子
の
家
庭
数
師
を
し
な
が
ら
古
典

を
濁
學
し
始
め
だ
。
そ
し
て
一
入
七
六
年
受
験
の
結
果

レ
器
9
お
の
入
文
中
學
の
d
暮
臼
膜
ぎ
9
に
編
入
せ
ら
れ

る
に
至
っ
た
Q

　
一
八
七
七
年
忌
魯
苞
掛
日
の
大
望
に
…
進
み
特
に
団
○
罵
置

及
國
血
。
貯
に
就
て
数
學
を
研
究
し
た
Q

　
一
八
八
一
年
り
鵜
〔
三
9
§
の
中
央
書
誌
壷
の
助
手
に
就

任
。

　
｝
八
八
三
年
誤
電
号
。
お
の
義
義
窓
。
導
9
ρ
9
、
ヨ
霧
ψ
圃
二
欝

撒
學
の
助
手
に
な
る
。
薮
學
の
助
手
に
就
任
し
だ
こ
と
に

よ
り
こ
の
頃
の
彼
の
二
つ
の
憧
憬
が
達
せ
ら
れ
π
。
邸
H

つ
は
数
學
の
如
き
嚴
蜜
な
學
問
の
研
究
に
入
り
え
π
こ
と

他
は
快
心
の
學
綾
に
就
職
し
得
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は

よ
き
敷
師
た
ら
ん
と
す
る
素
望
に
燃
え
た
。
そ
し
て
學
生
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の
頃
の
町
育
學
論
理
學
心
理
學
に
勤
す
る
不
勉
強
を
悔
い

た
◎
一
入
八
五
年
三
十
一
歳
》
器
ぴ
舞
α
q
の
公
讃
人
の
娘

ω
o
喜
o
o
と
結
婚
。
一
入
九
〇
年
ω
。
財
賃
。
同
謀
議
瞥
の
○
器
3
〈

跨
像
。
罵
○
団
露
量
。
。
欝
血
に
轄
任
、
漂
然
科
學
の
講
義
を
引

き
う
け
る
、
そ
の
た
め
に
一
年
間
薯
貯
N
び
護
ぴ
q
大
學
で
動

殖
物
生
理
學
を
聴
講
す
。
乱
入
九
二
年
渚
雪
善
①
お
商
業

學
校
の
激
論
を
兼
ね
。
一
入
九
三
年
警
露
。
警
部
の
目
巳
，

ぞ
お
ω
○
蜜
讐
口
器
ぎ
昌
に
轄
任
、
歎
學
物
理
旛
當
〇

　
一
入
九
五
年
窯
雪
9
窪
の
競
學
b
厭
・
圃
0
9
お
q
興
退

職
し
そ
の
後
任
と
な
る
。

　
一
入
九
九
年
ゆ
。
g
9
0
簿
毎
戸
魯
N
霞
8
け
。
。
鳥
。
創
興

6
露
量
寒
①
ω
（
嗣
）
出
版
さ
る
。
（
絶
版
）

　
一
九
一
一
年
切
。
ぎ
。
馨
巷
の
魯
毒
鳥
く
。
お
一
。
銘
δ
菩
震

図
厨
ユ
。
｝
回
讐
爲
ぴ
q
o
嵩
蜜
触
⑩
o
≦
霞
び
ロ
2
δ
国
震
δ
濁
岩
帰
ひ
q
碧
霧
①
望

冨
δ
切
曙
。
馨
ω
（
回
回
）
鐵
版
さ
る
Q
（
絶
版
）

　
一
九
〇
一
年
ω
け
聾
ω
び
霞
σ
Q
Φ
密
。
ゲ
。
　
図
目
臥
。
財
田
彪
　
鳥
興

自
9
奮
9
曾
冒
σ
奄
Φ
＆
（
一
導
出
版
さ
る
。
こ
れ
は
前
年
の

ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
の
逝
ま

春
国
連
β
酵
の
U
δ
丙
9
笹
苞
δ
舞
銭
2
ご
δ
¢
o
ヨ
。
ヨ

【
旨
銭
ひ
q
興
毛
誇
。
器
。
び
勲
津
の
懸
賞
論
文
『
國
民
學
稜
卒
業

後
徴
兵
適
齢
ま
で
青
年
を
公
民
飛
會
に
藪
冒
す
る
に
は
如

何
に
す
れ
ば
最
も
よ
い
か
』
に
慮
低
し
當
重
し
た
も
の
で

あ
る
○

　
一
九
〇
五
年
d
δ
国
論
鼠
簿
ぎ
薦
阜
。
歴
N
魚
○
喜
Φ
器
9
窪

ゆ
£
ρ
ぴ
暮
臓
出
版
さ
る
。
（
絶
版
）

　
鳳
九
〇
七
年
9
、
毒
亀
目
鷺
昌
岩
垣
ω
3
餌
一
〇
お
9
艮
N
幾
g

（
く
）
出
版
さ
る
〇
一
九
〇
八
年
ω
o
O
匡
9
譜
O
へ
招
待
さ
れ

補
磐
學
校
組
織
に
關
し
て
各
地
で
講
演
す
る
。

　
一
九
一
〇
年
O
窪
ゆ
。
讐
罷
職
巽
G
っ
g
無
ω
一
り
蜜
磯
。
毎
9
鶏

図
糟
N
δ
び
巷
磯
（
＜
H
）
出
版
さ
る
。
同
年
各
地
視
察
族
行
、
そ

の
問
冒
9
d
o
毒
亀
の
書
を
よ
み
激
へ
ら
れ
る
所
多
し
。

一
九
一
一
年
乏
管
島
包
ぴ
器
9
舅
鍵
。
考
”
男
。
ω
巨
。
N
鼻
囚
9
馨

匿
。
富
瞑
⑭
o
財
①
き
ω
霞
磐
σ
q
①
醜
の
書
を
よ
み
啓
螢
さ
る
。

　
一
九
一
二
年
U
鍵
ゆ
£
鶏
9
戦
諺
鴨
ぴ
Φ
搾
ω
ω
9
鑓
。
《
く
自
）

9
鶏
鋳
8
笹
Φ
α
q
甑
融
毒
鳥
O
ξ
タ
簿
○
お
義
○
観
客
ひ
q
（
く
H
囲
こ
の

一
二
七
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正
書
出
版
さ
る
。
一
九
一
三
年
宅
。
ω
窪
毒
創
名
。
簿
9
ω

塁
葺
三
の
ω
。
蕊
。
審
窪
。
び
霧
d
簿
①
窪
。
洋
（
H
図
）
凄
版
さ
る
。

一
九
一
五
年
置
死
す
。

　
嚇
九
一
六
年
田
）
9
0
摩
○
貯
げ
O
騨
罵
O
げ
O
島
9
＃
q
。
O
ゲ
O
ω
O
げ
戸
離
ψ
《
馨
2
嵩

（
〆
）
出
版
さ
る
Q

　
一
九
一
七
年
切
。
縁
密
大
學
の
哲
學
3
5
理
學
の
馬
韓
た

り
し
国
碁
譜
U
脅
の
未
亡
人
窯
鋤
ユ
O
d
β
瑛
と
再
婚
す
。

同
年
U
霧
津
毒
号
紙
○
籍
号
ω
切
一
箆
§
穣
嘆
O
N
。
湊
（
擁
d

出
版
さ
る
。
．

　
嘱
九
一
九
年
九
月
視
學
官
退
職
し
寓
言
畠
雲
大
壷
の

敢
育
學
名
轡
敷
授
に
任
せ
ら
る
。
一
九
二
〇
年
H
9
）
N
圃

大
獄
の
O
Q
篤
雪
ひ
q
興
○
後
任
と
し
て
招
か
れ
た
が
進
退
す

る
。

　
名
貯
瓢
0
8
9
只
ご
濁
圃
○
翻
。
吋
ぴ
　
O
嵩
二
軸
》
　
の
窟
，
鍵
薦
O
扁
、
曽
H
」
貫

津
a
δ
N
等
を
研
究
す
。

　
、
一
九
二
一
年
U
δ
ω
。
2
0
創
＄
国
難
9
興
⑭
（
鋼
明
）
鵠
版

さ
る
。

｝
二
八

　
一
九
二
四
年
｝
客
○
三
舞
毎
益
津
①
讐
。
評
（
擁
H
ぢ
出
版

さ
る
Q

　
一
九
＝
エ
ハ
・
年
回
）
δ
　
り
韓
自
麟
⑩
○
⑩
淳
創
O
吋
　
O
O
磯
○
二
老
9
嵩
凶
嵩

ω
◎
霧
ψ
冠
無
忽
亀
§
ひ
身
窪
（
〆
＜
）
の
中
に
自
傳
と
陶
冶
論
の

梗
概
を
書
く
、
同
年
目
け
0
9
0
無
2
螢
厳
…
薦
（
図
く
）
出
版

さ
る
。

　
晶
九
三
二
年
一
月
十
五
日
垂
雪
○
｝
H
雲
の
自
宅
に
於
て

逝
去
。

　
（
d
審
℃
ゆ
鳥
勲
ぴ
Q
．
①
ひ
Q
，
鰹
営
ω
2
び
Q
摩
巳
霧
ω
δ
＝
＝
＝
膝
．
Ω
μ
に
よ
る
）

　
　
　
二
、
激
議
論
硬
概

A
激
育
思
想
展
開
の
時
期

　
ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
の
敢
育
思
想
の
展
開
を
次

の
五
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
へ
ら
る
と
思
ふ
。

　
第
一
期
は
綴
弩
8
洋
§
ぴ
q
O
嵩
N
霞
8
疑
㊦
・
目
”
◎
集
興
目
。
ぎ
、

覧
9
8
ω
が
出
版
さ
れ
た
｝
八
九
九
年
前
後
の
時
代
。
即
實

謹
主
義
の
影
響
殊
に
鎖
婁
ω
○
○
二
二
蕊
の
思
考
の
経
濟

論
の
影
響
を
う
け
之
を
激
案
の
心
理
的
基
礎
と
し
た
時
代
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で
あ
る
Q
第
二
期
は
一
九
〇
一
年
σ
6
。
・
蜜
簿
ω
び
旨
ひ
q
①
豊
。
｝
μ
o

卑
賦
9
§
α
9
鳥
霧
⊆
①
耳
ω
魯
・
嵩
冒
鷺
鼠
が
出
版
さ
れ
た
時

よ
b
二
九
一
二
年
O
げ
9
邑
容
Φ
き
Φ
α
q
畳
籠
巷
島
O
ξ
鑓
窪
①
マ

霧
N
蜜
ぴ
§
官
q
が
出
版
さ
れ
る
時
迄
の
時
代
。
公
民
激
育
性

格
敢
育
勢
作
學
校
の
三
概
念
が
藪
育
論
の
基
本
的
概
念
を

形
遣
っ
て
居
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
藁
家
観
に
於
て

勺
9
銭
ω
窪
の
影
響
を
う
け
た
時
代
で
あ
る
、
第
三
期
は
一

九
一
三
年
名
。
ω
⑦
箒
§
伽
名
⑦
簿
創
母
轟
け
凄
三
も
・
ω
g
ω
9
キ

h
島
窪
窪
Q
馨
Φ
三
〇
ぼ
　
の
濠
州
さ
れ
た
時
よ
り
一
九
一
七

年
U
器
♀
§
量
嵐
○
露
留
ω
切
障
島
壽
⑩
ω
嘆
。
N
o
湊
。
ω
が
串
版

さ
れ
る
迄
の
時
期
。
彼
が
主
と
し
て
教
授
の
問
題
學
校
の

統
桶
的
組
織
の
問
題
に
興
味
を
持
つ
た
時
代
で
あ
る
。
『
自

然
静
々
敏
授
の
本
質
紐
通
値
』
に
於
て
は
冒
9
d
o
≦
Φ
団

の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
第
四
期
は
U
δ
ω
①
2
0
偶
霧
単
鉱
。
－

げ
興
ω
が
出
版
さ
れ
た
一
九
一
二
年
前
後
の
時
期
、
駿
育
者

の
意
義
の
關
明
と
敷
育
者
養
成
問
題
に
カ
が
継
さ
れ
π
蒋

代
で
あ
る
。
藪
育
作
用
や
激
育
者
の
生
活
型
の
説
明
に
於

ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
の
逝
去

て
は
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
影
響
が
大
い
に
見
ら
れ
る
Q
第

五
期
は
》
暮
○
簿
暮
毒
侮
博
①
謎
。
搾
が
出
版
さ
れ
た
一
九

二
四
年
目
り
8
ぴ
Φ
鼠
Φ
甑
9
切
幽
き
ひ
q
が
出
版
さ
れ
π
一

九
二
六
年
迄
の
時
期
。
彼
の
陶
冶
理
論
が
組
織
的
に
叙
述

さ
れ
る
に
至
っ
た
時
期
で
あ
る
Q
　
　
　
　
膳
じ
U
臨
肖
磁

B
激
愚
論
の
主
要
概
念
　
　
　
　
　
　
　
麗

　
a
公
民
激
育
、
性
格
激
育
、
無
作
學
校

　
公
民
教
育
と
は
『
國
家
的
惜
操
の
陶
冶
』
を
本
質
と
す
る

教
育
で
あ
る
Q
（
潟
ω
誌
尊
）
建
家
的
情
操
と
は
『
國
畏
そ

の
も
の
が
正
義
公
正
並
び
に
道
徳
的
宙
由
の
理
想
に
燃
え

か
、
る
理
想
の
螢
展
に
協
力
せ
ん
と
し
て
居
る
と
き
か
、

る
心
の
朕
態
を
言
ふ
の
で
み
る
。
（
図
．
ψ
爾
ひ
）
然
ら
ば

か
～
る
國
家
的
情
操
は
如
何
に
し
て
陶
冶
さ
れ
る
か
。
公

民
科
激
授
生
徒
の
白
H
樹
勢
二
等
に
よ
る
陶
冶
方
法
が
考
へ

ら
れ
る
が
こ
の
う
ち
最
も
有
致
な
方
法
は
鞍
作
に
よ
る
方

法
で
あ
る
。
翼
地
鼠
な
豊
作
は
そ
れ
が
軍
濁
に
行
は
れ
る

露
命
に
寝
て
も
動
勉
周
弱
誠
實
堅
忍
注
意
正
直
克
己
献
身

一
二
九
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の
公
民
的
諸
徳
を
養
ふ
。
そ
れ
が
生
徒
の
天
賦
と
一
致
す

る
畑
作
で
あ
る
場
合
に
建
て
は
彼
を
職
業
的
に
陶
冶
し
う

る
、
更
に
そ
れ
が
共
同
の
勢
作
郎
勢
作
製
膿
の
中
に
行
は

れ
る
場
合
に
於
て
は
公
民
の
根
本
的
徳
で
あ
る
私
意
な
き

善
意
聖
徳
酌
勇
氣
責
任
を
養
ふ
も
の
で
あ
る
○
か
く
旧
作

團
膿
の
中
に
行
は
れ
る
勢
作
は
公
民
敷
育
の
最
良
手
段
で

あ
る
が
そ
れ
は
マ
ハ
同
時
に
性
格
を
陶
冶
す
る
必
須
の
條
件

と
な
る
。
性
格
と
は
彼
に
よ
れ
ば
環
境
に
醤
し
て
常
に
同

一
な
行
爲
と
な
っ
て
貌
は
れ
る
人
聞
の
態
度
』
（
ノ
．
白
ψ

占
）
で
あ
っ
て
こ
れ
が
『
他
の
贋
値
よ
り
客
月
的
償
値
に

優
位
を
輿
へ
る
所
の
態
度
』
（
＜
臼
ω
・
ま
）
で
あ
る
場
合

に
は
道
徳
的
性
格
と
言
は
れ
る
。
更
に
こ
の
環
境
に
甥
す

る
同
一
な
態
度
が
個
性
の
明
ら
か
な
慮
畳
よ
り
生
れ
て
逸

る
場
合
に
は
人
格
と
言
は
れ
る
Q
　
（
＜
囲
ω
．
ま
）
而
し
て

こ
の
入
格
は
客
掘
的
麗
質
に
向
ふ
時
の
み
滋
徳
的
に
自
由

な
入
格
で
あ
り
う
る
。
か
く
の
如
き
道
徳
的
に
薄
歯
な
人

格
の
陶
冶
は
公
民
激
育
と
共
に
毅
育
の
　
騰
粥
面
な
る
爵

…
三
〇

的
を
形
造
る
。
而
し
て
こ
の
目
的
へ
の
道
は
た
“
勢
作
團

鰹
の
中
に
行
は
れ
る
職
業
的
勢
作
を
蓮
っ
て
の
み
行
か
れ

る
の
で
あ
る
。
『
人
間
陶
冶
の
道
は
た
や
職
業
的
陶
冶
の
門

を
蓮
っ
て
の
み
行
か
れ
る
』
（
露
．
く
ψ
袈
）
彼
は
ゲ
王
プ
の

山
ソ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
ニ
ノ
〃
」
し
述
べ
ρ
り
れ
た
同
魯
し
考
へ

方
に
多
大
の
共
鳴
を
滅
じ
て
る
る
。

　
併
し
あ
ら
ゆ
る
雑
作
が
公
民
敏
育
性
格
藪
育
に
謝
し
て

陶
冶
債
値
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
○
敷
育
的
意
味
を
も

つ
転
作
と
は
次
の
三
聖
件
を
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

（
≦
H
ω
．
9
）

σり

q
気
的
債
値
の
創
造
に
役
立
つ
熟
練
を
與
へ
る
も
の
。

②
そ
の
結
果
を
慮
身
で
槍
豪
し
う
る
可
能
性
を
輿
へ
う
る

も
の
。

働
慮
嚢
活
動
よ
り
生
れ
た
も
の
。

　
か
、
る
漱
育
的
意
味
に
於
け
る
勢
位
の
陶
冶
償
値
を
充

分
顧
慮
せ
し
め
う
る
襟
に
組
織
さ
れ
た
主
稜
こ
そ
工
作
學

校
で
あ
る
。
　
（
く
切
ω
．
c
。
ゆ
O
O
）
勢
作
學
校
は
か
、
る
勢



S72

作
を
中
心
と
し
て

0り

E
業
的
陶
冶
或
は
そ
の
準
備
。

②
職
業
的
陶
冶
の
遊
徳
化
Q

㈲
飛
會
の
道
徳
化

　
の
三
課
題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
≦
漆

　
ψ
爲
）

　
b
溝
然
科
學
激
授
の
本
質
及
遺
品

　
宮
然
科
學
教
授
の
本
質
及
償
値
は
實
生
活
へ
の
功
用
或

は
百
科
購
書
的
知
識
の
敷
授
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
精
紳

的
鍛
錬
を
輿
へ
る
黙
に
有
す
る
、
然
ら
ば
膚
然
科
學
激
授

が
輿
へ
る
精
紳
的
鍛
錬
と
は
何
か
。
そ
れ
は
第
一
に
論
理

的
良
心
の
陶
冶
を
意
昧
す
る
、
（
H
麟
ω
気
○
）
概
念
を
一
義

的
に
禧
成
す
る
習
慣
の
獲
得
思
考
作
用
の
鍛
錬
興
理
探
求

の
態
度
の
練
磨
は
論
遡
的
良
心
の
陶
冶
で
あ
る
Q
そ
れ
は

第
二
に
槻
察
酌
素
質
を
獲
謁
せ
し
め
る
こ
と
を
意
味
す
る

（｛

}
ω
曹
竃
↑
）
第
三
に
道
徳
的
陶
冶
を
意
請
す
る
。
自
己

の
研
究
の
結
果
に
責
任
を
持
つ
た
り
研
究
を
正
確
に
行
つ

ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
の
逝
去

た
り
そ
の
結
果
を
槍
討
し
た
り
又
他
の
優
れ
た
研
究
を
奪

敬
し
た
り
共
同
の
研
究
に
獄
便
し
だ
り
他
を
援
助
し
た
り

人
間
の
精
帥
的
活
動
の
限
界
を
認
識
し
た
り
す
る
こ
と
は

滋
徳
的
陶
冶
で
あ
る
。
倉
〆
ψ
H
圏
ω
．
ζ
O
）
そ
れ
は
第

四
に
宗
敏
的
陶
冶
を
意
魅
す
る
Q
禽
歯
科
學
の
研
究
よ
り

知
り
え
た
自
然
の
合
法
劃
性
は
我
々
を
し
て
こ
れ
を
生
ん

だ
世
堺
秩
序
の
最
後
の
根
底
に
迄
思
ひ
至
ら
し
め
こ
の
紳

秘
的
な
根
底
に
諭
す
る
力
強
い
敷
盤
に
導
び
ぐ
Q
こ
・
・
に
」

子
壷
へ
の
道
が
命
じ
て
み
る
Q
（
8
〆
G
っ
’
b
尊
）

　
以
上
四
つ
の
精
憩
的
訓
練
を
輿
へ
る
黙
に
自
然
科
學
激

授
の
本
質
及
二
値
が
有
す
る
。

　
c
陶
冶
遇
程
の
原
理

　
陶
冶
過
程
の
本
質
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
彼
は
直
接

二
宮
明
な
陶
冶
の
雨
露
的
標
準
に
到
撫
し
た
Q
即
個
人
の

陶
冶
は
兎
馬
構
造
が
全
部
或
は
一
部
分
そ
の
生
活
型
の
そ

の
時
の
登
展
段
階
に
相
惚
し
て
居
る
文
化
財
に
よ
っ
て
の

み
可
能
で
あ
る
Q
』
（
図
G
っ
ム
一
）
と
言
ふ
原
理
で
あ
る
。

一
一
三
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d
統
一
學
校
論

　
彼
の
統
一
學
稜
論
は
各
學
稜
の
分
肢
を
紅
織
的
に
登
毒

せ
し
め
た
り
そ
れ
ら
の
學
校
命
の
聯
絡
を
適
當
に
つ
け
直

り
す
る
こ
と
の
み
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
は

同
時
に
各
學
綾
を
し
て
同
じ
襟
に
就
會
の
獲
展
に
役
立
た

し
め
る
こ
と
詳
言
す
れ
ば
各
魚
心
を
し
て
多
様
な
被
激
育

者
の
個
性
に
適
す
る
そ
の
就
會
の
文
化
財
を
與
へ
各
人
が

そ
の
素
質
に
癒
じ
て
就
會
に
謝
す
る
欝
己
の
特
殊
使
命
を

實
現
し
う
る
機
に
せ
し
め
る
こ
と
を
圭
濡
す
る
も
の
で
あ

る
◎
（
図
図
ψ
囲
困
G
Q
）

e
激
育
者
及
激
育
者
養
成
論

　
彼
は
敏
育
作
用
の
本
質
よ
り
敢
育
者
の
本
質
を
導
び
き

出
し
た
。
激
育
作
用
は
『
他
の
人
格
に
讃
す
る
同
情
愛
の

強
い
傾
向
』
（
メ
昌
ω
c
邑
よ
り
生
れ
る
こ
と
を
本
質
的
な

條
件
と
す
る
。
こ
れ
を
豪
く
と
き
は
た
と
へ
他
の
入
戸
に

債
値
を
實
現
せ
し
め
え
て
も
そ
れ
は
似
非
激
育
作
用
で
あ

る
。

　
三
二

　
激
育
者
と
は
彼
に
よ
れ
ば
『
就
會
に
饗
し
て
精
紳
帥
奉

仕
を
す
る
趾
會
型
の
人
で
あ
っ
て
無
限
的
儂
値
の
將
來
の

巌
窟
者
と
し
て
の
少
青
年
に
翼
す
る
純
な
愛
よ
り
し
て
彼

ら
の
昼
鳶
構
成
を
そ
の
獅
特
な
陶
冶
性
の
標
準
に
よ
っ
て

常
に
助
成
し
う
る
人
で
あ
り
又
か
、
る
活
動
に
最
高
の
満

足
を
早
言
し
う
る
人
で
あ
る
』
（
誕
潟
の
．
も
滋
N
）
こ
の
定

義
よ
り
次
の
敏
育
者
の
本
質
的
特
徴
が
導
き
出
さ
れ
る
。

Gり

ｼ
の
人
格
を
陶
冶
せ
ん
と
す
る
純
な
傾
殉
が
他
の
何
れ

　
の
傾
向
よ
り
も
強
烈
な
る
こ
と
Q

②
こ
の
傾
向
を
有
数
に
實
観
せ
し
め
う
る
能
力
あ
る
こ
と

伺
儂
値
の
將
來
の
實
現
者
と
し
て
の
未
成
熟
者
に
カ
を
致

　
す
こ
と
。

凶
各
の
個
性
に
留
意
し
未
だ
茄
芽
の
駿
態
に
あ
る
そ
の
債

　
値
形
象
を
狡
署
せ
し
め
る
こ
と
。
へ
ω
・
警
！
驚
）

㈲
精
騨
的
優
越
よ
り
生
れ
る
内
的
電
着
（
激
育
的
樺
威
）
を

　
持
つ
こ
と
。
（
ω
．
。
。
“
）

⑥
偉
大
な
ユ
「
モ
ァ
（
一
詞
情
と
理
解
よ
り
生
れ
る
静
か
な



473

　
快
活
さ
と
暖
か
な
心
を
持
つ
こ
と
。
（
二
一
Q
り
’
。
。
O
）

の
宗
敷
的
情
操
の
駈
有
者
で
あ
る
こ
と
。
（
露
ぼ
ω
・
O
Q
）

の
七
つ
で
あ
る
。

　
籾
敏
育
者
は
又
敏
切
者
と
し
て
教
壇
に
立
つ
、
激
懸
者

と
し
て
の
端
書
者
は
翌
週
育
者
に
饗
す
る
人
格
的
態
度
の

外
に
敏
材
に
封
ず
る
客
層
的
態
度
を
必
要
と
す
る
。

　
美
育
者
養
成
に
即
し
て
は
内
外
の
こ
要
求
が
提
出
さ
れ

て
み
る
、
内
的
な
要
求
は
積
極
消
極
の
二
要
求
に
分
か
れ

る
○

　
積
極
的
要
求
と
は
C
り
魔
會
的
精
棘
の
養
成
②
宗
厳
的
精

騨
の
養
成
㈲
霊
魂
的
精
紳
の
養
成
を
意
味
し
清
極
的
要
求

と
は
博
識
多
能
を
避
け
て
精
工
的
訓
練
と
贋
値
重
重
を
重

ん
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
外
的
要
求
と
言
ふ
の
は
敏
育

渚
養
成
の
外
的
組
織
に
鋼
す
る
要
求
で
あ
る
、
彼
は
從
來

の
三
年
の
ω
窪
膏
霧
の
上
に
更
に
六
ヶ
年
を
加
つ
た
九

ケ
年
制
の
師
範
學
校
を
要
求
し
上
級
に
於
て
は
入
文
科
と

猛
然
薫
陸
数
學
科
と
分
か
つ
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ

ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
の
逝
虫

る
○

　
㊤
陶
冶
の
根
本
原
理
と
し
て
の
即
智
と
自
由

　
権
威
を
強
制
良
由
を
我
儘
と
解
す
れ
ば
こ
の
二
概
念
は

衝
突
す
る
。
併
し
こ
の
解
緯
た
る
や
表
面
的
な
も
の
に
過

ぎ
澱
。
興
の
樺
威
は
『
内
的
服
從
の
樺
威
』
で
創
造
的
人
格

或
は
文
化
財
が
持
つ
所
の
も
の
で
あ
り
我
々
を
し
て
自
由

意
志
戯
評
從
に
誘
ふ
も
の
で
あ
り
（
図
門
自
ψ
お
）
眞
の
自

山
は
道
徳
的
畠
山
で
あ
り
之
は
監
『
内
な
る
遣
徳
法
の
模
威

に
慮
か
ら
一
致
す
る
こ
と
』
（
）
ハ
固
H
H
　
ω
．
　
H
同
）
で
あ
る
と
す

れ
ば
眞
の
構
威
は
膚
由
を
豫
凝
し
眞
の
趨
歯
は
樺
威
を
豫

激
す
る
、
爾
者
は
同
一
事
實
の
爾
面
に
す
ぎ
ぬ
。
籾
陶
冶

の
原
理
と
し
て
の
権
威
は
他
律
を
意
味
し
膚
由
は
自
律
を

意
味
す
る
Q
（
区
同
鶏
ω
幽
団
い
）

ω
樺
威
を
以
て
熱
傷
育
者
を
儂
値
に
導
び
き
②
樺
威
的
模

範
を
示
し
㈲
共
同
生
活
を
臥
す
も
の
を
抑
へ
る
の
は
陶
冶

原
理
ど
し
て
の
権
威
の
作
用
で
あ
り
σ
D
内
的
要
求
に
從
っ

て
被
敷
育
者
の
意
志
野
馳
を
な
さ
し
め
②
そ
の
登
展
墾
更

一
三
三
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實
施
の
方
法
を
禽
か
ら
工
夫
せ
し
め
㈲
そ
の
周
到
な
實
行

を
妨
害
せ
諏
こ
と
は
陶
冶
原
理
と
し
て
の
磨
由
の
作
用
で

あ
る
。

　
而
し
て
櫻
威
の
原
理
は
自
山
の
原
理
に
先
だ
ち
白
山
の

原
理
は
直
接
に
樺
威
の
旅
理
は
間
接
に
被
激
育
者
の
道
徳

的
獲
展
に
は
た
ら
き
か
け
ね
ば
な
ら
澱
。

．
㈲
陶
冶
の
理
論

　
彼
の
陶
冶
理
論
は
状
態
と
し
て
の
陶
冶
の
研
究
と
作
用

と
し
て
の
陶
冶
の
研
究
の
二
方
面
に
分
か
れ
る
。
陶
冶
を

實
現
さ
れ
た
駿
態
と
し
て
見
れ
ば
こ
れ
に
三
方
面
が
あ

る
。

　
贋
値
的
方
面
、
心
理
的
方
面
、
臼
的
的
方
面
で
あ
る
。

　
陶
冶
の
煩
値
的
方
面
は
入
を
無
條
件
的
儂
値
の
所
禽
者

を
考
へ
る
所
よ
り
生
れ
る
も
の
で
あ
る
。
無
條
件
的
償
値

に
根
底
を
お
く
意
義
構
造
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
、

而
し
て
か
、
る
意
義
構
造
へ
の
道
を
開
く
も
の
は
心
身
の

披
露
の
向
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
陶
冶
の
心
理
的
方
面
は

一
三
四

心
身
の
技
能
の
鍛
錬
そ
の
露
玉
の
構
成
を
目
的
と
す
る
方

面
で
あ
る
、
こ
の
償
値
的
心
理
的
爾
陶
冶
は
一
般
的
陶
冶

と
総
需
さ
れ
る
。

　
劔
上
述
の
爾
臼
的
を
達
す
る
た
め
に
は
爵
己
の
身
膿
的

存
在
の
維
持
が
必
要
で
あ
る
、
身
締
的
存
在
維
持
の
た
め

に
は
我
々
は
唐
馬
の
個
性
に
適
す
る
職
業
に
つ
か
ね
ば
な

ら
濾
、
こ
、
に
職
業
的
陶
冶
の
必
要
が
お
こ
る
の
で
あ
る
。

　
然
し
令
堂
的
存
在
の
維
持
の
み
で
は
爾
目
的
の
到
達
に

充
分
で
あ
る
と
．
は
言
へ
ぬ
。
そ
の
た
め
に
は
更
に
僧
略
値
的

証
會
の
存
置
と
そ
の
中
に
於
け
る
活
動
と
を
必
要
と
す
る

自
己
を
儂
値
的
澱
愈
の
中
に
お
き
こ
の
証
會
の
登
展
に
参

締
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
無
條
件
的
儂
値
に
根
底
を
お

く
意
義
構
造
及
そ
れ
に
必
要
な
心
身
技
能
の
陶
冶
は
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
陶
冶
の
こ
の
方
面
が
帥
目
的
的
方
面
で
あ
る
、
而
し
て

職
業
的
陶
冶
の
方
颪
を
生
物
的
方
面
、
癒
會
の
道
徳
化
の

方
面
を
尊
重
的
方
面
と
言
ふ
、
陶
冶
の
こ
の
三
方
面
は
夫



・175

々
相
補
ひ
し
合
陶
冶
を
完
成
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
三
方
面
の
理
髪
に
絶
て
彼
は
次
の
様
に
言
っ
て
み
る
。

『
陶
冶
の
債
値
的
方
面
は
陶
冶
の
最
高
目
酌
を
目
酌
量
方

面
は
之
れ
へ
の
道
を
示
す
、
而
し
て
心
理
的
方
面
は
選
ば

れ
π
道
に
よ
っ
て
そ
の
動
的
に
達
す
る
に
必
要
な
形
式
的

曝
書
を
指
示
す
る
』
ミ
と
。

　
陶
冶
は
決
し
て
静
止
し
淀
或
は
全
く
完
成
し
た
概
要
で

は
な
い
絶
え
ず
債
値
へ
の
進
展
す
る
過
軽
で
あ
る
、
こ
、

に
作
用
と
し
て
の
陶
冶
の
方
面
が
あ
る
、
作
用
乏
し
て
の

陶
冶
に
は
次
の
三
要
素
が
あ
る
e
り
陶
冶
樹
象
②
陶
冶
方
法

㈲
陶
冶
の
主
膿
で
あ
る
。

　
彼
は
作
用
と
し
て
の
陶
冶
の
方
面
で
こ
の
三
要
素
並
び

に
陶
冶
の
七
原
理
（
全
膿
性
の
原
理
、
現
實
性
の
原
理
、

樺
威
の
原
理
、
自
由
の
原
理
、
活
動
の
原
理
、
灘
會
の
原

理
、
個
性
の
原
理
）
の
研
究
を
試
み
て
み
る
、
私
は
こ
～

で
こ
れ
ら
の
説
明
に
立
入
ら
す
し
て
彼
の
魚
礁
論
の
輪
廓

を
え
が
く
私
の
試
み
を
止
め
る
。

ケ
ル
シ
エ
ン
シ
ユ
タ
イ
ナ
ー
の
選
去

　
『
陶
冶
の
理
論
』
に
於
て
彼
の
激
騰
論
は
完
き
組
織
を
輿

へ
ら
れ
た
Q
た
や
次
に
期
待
さ
れ
る
も
の
は
こ
の
理
論
を

入
れ
る
學
の
猛
撃
で
あ
っ
た
。
そ
の
學
に
就
て
は
彼
は
あ

ま
り
語
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
○
私
の
知
る
限
り
に
於
て
は

『
陶
冶
の
理
論
』
の
二
三
一
・
二
三
二
頁
に
於
て
『
敷
育
學
は

孤
立
し
て
は
居
ら
ぬ
。
巌
材
を
論
ず
る
た
め
人
間
認
識
の

全
領
域
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
滋
か
ら
多
く
の
學
問
と

關
慰
し
て
來
て
最
も
抱
括
的
な
回
覧
に
な
る
。
し
か
し
そ

れ
は
決
し
て
癒
用
脚
憩
學
或
は
癒
用
哲
學
で
は
な
い
。
漱

育
學
は
陶
冶
（
文
化
）
の
概
念
の
上
に
立
て
ら
れ
た
精
紳
科

學
の
一
分
科
で
あ
り
そ
の
方
法
は
精
…
紳
科
學
的
方
法
で
あ

る
。
そ
の
本
質
的
命
題
は
嗣
到
な
事
實
の
分
析
よ
り
え
ら

れ
π
根
本
概
念
か
ら
演
繹
的
に
導
び
き
寓
さ
れ
る
と
言
っ

て
居
る
だ
け
で
あ
る
。

　
我
ら
の
こ
の
期
待
も
今
や
劃
し
く
な
っ
て
了
つ
た
。
教

育
の
實
際
的
活
動
よ
り
生
れ
た
そ
の
豊
か
な
内
容
の
た
め

に
こ
れ
を
容
れ
る
學
的
形
式
を
完
成
せ
し
め
す
に
絡
ら
し

一
三
五
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哲
學
研
究
　
第
百
九
十
三
號

め
た
こ
と
は
返
へ
す
返
へ
す
も
欝
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

と
ま
れ
七
十
八
年
の
長
い
生
涯
を
鍛
育
の
理
論
と
實
際
と

の
た
め
に
獄
げ
鑑
し
精
紳
的
職
場
に
於
て
た
を
れ
る
迄
戦

ひ
綾
け
た
こ
の
騎
士
に
深
い
畏
敬
を
戚
す
る
と
共
に
そ
の

逝
去
に
心
か
ら
の
哀
悼
を
捧
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
三
二
・
三
。
一
一
五
）

一
三
六


